
金
揮
官
蹟
志
巻
七

尾
山
の
披
主
と
成
り
入
披
の
後
娘
細
を
改
め
、
西
町
口
を
E
門
と
な

し
た
れ
ど
、
同
十
一
年
俊
政
ま
た
滅
亡
し
‘
奮
藩
組
利
家
卿
盛
政
が

遺
領
を
賜
は
り
、
入
城
の
後
正
門
を
改
め
て
、
尾
坂
・
口
を
正
門
と
た

し
給
ひ
た
り
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
‘
尾
坂
口
を
正
門
と
せ
し
は
、

本
源
寺
在
披
以
来
・
な
る
を
‘
佐
久
間
入
械
の
後
西
町
口
を
正
門
と
し

た
り
。
然
る
を
利
家
卿
に
至
り
、
再
び
尾
坂
口
を
犬
手
と
な
し
、
正

門
を
ぽ
此
に
建
て
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
尾
坂
口
を
大
手
先

と
す
る
は
、
府
披
創
立
以
来
の
事
な
る
べ
け
れ
ば
‘
大
手
の
名
は
本

源
寺
在
披
以
来
よ
り
の
古
名
と
い
ふ
ぺ
し
。

O
尾

坂

或
は
小
坂
下
と
も
書
け
り
。
或
は
小
坂
口
と
も
呼
ぴ
、
ま
た
尾
坂
の

下
と
も
呼
ぺ
り
。
皆
大
手
先
を
い
へ
り
。
智
停
に
云
ム
。
河
北
郡
の

小
坂
村
は
テ
サ
カ
と
呼
び
‘
昔
は
府
械
の
大
手
先
・
尾
張
町
漣
に
村

落
あ
り
て
‘
小
坂
紳
枇
も
中
町
紙
屋
庄
三
郎
の
邸
地
に
あ
り
。
故
に

府
械
の
大
手
先
を
ば
小
坂
口
と
呼
ぺ
り
。
然
る
を
城
下
市
中
道
々
建

て
庚
げ
ら
れ
け
る
に
よ
り
‘
村
務
も
一
柳
駐
も
下
筋
大
樋
口
の
今
の
地

へ
逗
ひ
出
し
1

元
の
村
跡
は
町
地
と
た
し
、
町
家
を
建
て
し
め
ら
る

と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
片
岡
孫
兵
衛
停
記
に
、
天
正
十
一
年
尾
坂

下

付
け
ら
れ
死
す
る
者
も
あ
り
と
見
b
た
る
西
方
寺
も
‘
尾
坂
下
の
寺

町
た
る
寺
院
な
る
べ
し
。
貞
享
二
年
寺
院
来
隠
に
載
せ
た
る
卯
辰
妙

泰
寺
、
泉
野
寺
町
妙
法
寺
・
本
位
寺
た
ど
の
由
来
舎
に
、
枯
木
町
民

寺
地
拝
領
せ
し
由
記
載
す
る
枯
木
町
は
、
卸
ち
尾
坂
下
な
る
寺
町
の

事
に
て
、
今
云
ふ
枯
木
橋
は
共
の
町
筋
に
架
け
た
る
橋
た
り
と
開

ゅ
。
叉
元
秘
十
四
年
に
筆
記
せ
し
越
前
屋
賢
良
が
自
記
に
.
高
徳
公

越
前
府
中
よ
り
先
祖
盆
遁
を
被
品
召
連
一
営
地
寺
町
民
居
屋
敷
を
被
'

下
。
瑞
能
公
の
御
代
に
寺
町
に
て
家
作
仕
時
分
、
御
覧
可
v
被
v
成
由
に

て
御
鷹
野
蹄
り
に
御
腰
被
v
矯
v
懸
と
戟
せ
た
る
寺
町
は
‘
邸
ち
尾
坂

下
の
地
た
り
。
同
記
に
、
微
妙
公
の
御
代
御
坂
の
下
居
屋
敷
御
用
地

に
被
n
召
上
一
袋
町
に
替
地
被
v
下
と
あ
り
。
御
坂
の
下
と
は
尾
坂
下
を

い
へ
り
。
叉
三
登
記
に
‘
寛
永
十
二
年
五
月
九
日
河
原
町
の
後
よ
り

出
火
し
・
才
川
口
河
原
町
・
毘
町
筋
・
南
町
・
石
浦
町
・
堤
町
・
尾
桜
町
・

新
町
・
中
町
・
寺
町
等
悉
く
焼
失
す
。
共
の
時
町
中
を
惣
構
の
外
へ
屋

敷
替
仰
付
け
ら
れ
、
町
割
調
ふ
と
見
h
.
餐
異
記
に
も
、
寛
永
十
九

年
亥
五
月
九
日
際
金
部
河
原
町
後
よ
り
出
火
・
風
烈
し
く
大
火
に
成

り
、
河
原
町
・
竪
町
・
石
浦
町
・
甫
町
・
堤
町
・
尾
張
町
・
新
町
・
寺
町
・
大

鋸
屋
町
よ
り
岡
井
口
へ
押
移
り
、
演
野
川
人
持
下
屋
敷
悉
く
焼
失

金
調
印
古
蹟
志
巻
七

二
大

の
下
に
邸
地
を
賜
は
る
と
て
‘
前
口
八
間
・
裏
行
十
間
飴
の
家
有
ν
之
.

家
内
に
茶
釜
一
つ
有
ν
之
を
共
の
健
拝
領
仰
付
ら
る
。
右
邸
地
は
今
津

悶
玄
蕃
の
第
内
な
り
と
い
へ
り
。
又
山
岸
b
T
助
家
記
に
も
、
利
家
卿

御
入
部
の
閥
、
尾
坂
下
中
町
に
邸
地
を
賜
は
り
、
寛
永
十
三
年
町
替

の
時
今
の
地
へ
移
部
被
昌
仰
付
-
と
あ
り
。
さ
て
尾
坂
の
名
は
尾
山
援

の
略
稽
な
り
と
い
ふ
続
あ
れ
ど
非
也
。
尾
坂
は
小
坂
た
り
と
三
州
志

に
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
延
賓
の
金
津
固
に
、
府
城
尾
坂
門
前
の

坂
路
を
尾
坂
と
記
載
す
。
尾
坂
は
小
坂
に
て
、
此
の
坂
を
ば
小
坂
と

呼
ぺ
る
に
よ
り
、
此
の
下
遜
を
小
坂
下
.
或
は
尾
坂
の
下
と
も
、
叉

小
坂
口
と
も
呼
ぴ
た
る
も
の
也
。

O
尾
坂
下
古
寺
町

醤
停
に
云
ふ
。
昔
本
源
寺
披
中
に
あ
り
し
頃
は
、
尾
坂
下
越
に
下
道

場
共
多
く
集
ま
り
居
り
、
佐
久
間
入
城
後
も
共
の
債
に
て
、
天
正
十

一
年
利
家
卿
入
部
し
給
ひ
し
後
、
越
前
府
中
等
よ
り
来
れ
る
出
家
共

に
も
寺
地
を
尾
坂
下
漣
に
て
賜
は
り
、
迫
L
R

・
寺
院
多
に
成
り
、
此
の

地
を
寺
町
と
呼
ぴ
た
り
し
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
三
登
記
に
、
慶

長
七
年
金
津
城
内
天
守
に
雷
落
ち
、
焔
硝
裁
へ
火
入
り
け
る
時
、
前

悶
美
作
屋
敷
の
外
た
る
西
方
寺
の
屋
根
へ
、
長
刀
持
ち
た
が
ら
は
ね

f
叫

e

f

・ι川
h
t
f
b
，
机
恥
1
r
h
s

，

白

句

句

!

‘

，

l1it占
tMWhlhnL占
.

也
c
此
の
時
町
中
惣
構
之
外
へ
屋
敷
替
・
町
割
立
替
る
と
云
ふ
。
但

し
布
寺
町
は
今
の
古
寺
町
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
.
今
の
古
寺
町
と
は

犀
川
の
今
云
ふ
古
寺
町
と
心
得
た
る
も
の
に
て
、
甚
だ
訣
れ
り
と
い

ふ
ぺ
し
。
右
寺
町
は
尾
坂
下
の
寺
町
怠
る
ゆ
ゑ
に
、
尾
張
町
・
新
町
の

続
き
に
載
せ
た
る
に
て
も
い
ち
じ
る
し
。

手

町

此
の
地
は
、
管
名
大
手
先
と
稀
し
、
或
は
尾
坂
下
と
も
呼
ぴ
て
、
往

古
は
町
家
な
り
し
か
ど
‘
寛
永
十
二
年
比
町
家
を
退
去
せ
し
め
‘
大

身
の
諸
士
共
へ
第
地
に
賜
は
り
‘
各
第
宅
を
美
々
一
敷
治
り
居
た
り
し

か
ど
、
明
治
駿
藩
の
後
各
第
宅
を
質
却
し
、
寛
永
前
の
背
に
立
飾
り
、

再
び
町
家
共
を
建
並
ぺ
、
商
慶
を
聞
き
‘
町
名
を
ば
大
手
町
と
稽
せ

り
。
奮
落
中
は
此
の
地
を
大
手
先
或
は
大
手
口
た
ど
L
呼
ぺ
る
に
依

り
、
一
元
総
六
年
士
艇
に
、
前
田
駿
河
守
・
棒
悶
玄
審
等
の
第
宅
所
付

を
大
手
口
と
記
載
せ
り
。

。
大

前
回
封
馬
守
番
部

三
謹
記
に
、
慶
長
七
年
金
部
城
内
実
守
に
官
落
ち
J

焔
硝
磁
へ
火
入

り
た
る
時
、
前
回
美
作
の
屋
敷
の
外
な
る
西
方
寺
の
屋
根
へ
死
人
落

ち
た
る
よ
し
見
・
ロ
た
り
。
按
宇
る
に
、
美
作
は
二
代
美
作
直
知
た
り
。

島平三、

ニ
セ




